


希望を胸に　新たな門出

市内中学校
３月11日（土）、市内中学校の卒業式が行われました。当日はあいにくの雨模様に
も関わらず、多くの父母や祖父母、関係者の皆さんが会場へ足を運び、卒業生の
門出を祝いました。

　

中
学
校
生
活
で
た
く
ま
し
く
成
長
し

た
卒
業
生
は
、
保
護
者
や
在
校
生
、
関

係
者
が
見
守
る
中
、
校
長
先
生
か
ら
卒

業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

普
天
間
中
学
校
（
校
長
：
上
江
洲
隆
）

で
は
、
卒
業
生
（
第
69
期
生
）
を
代
表

し
て
上
地
完
一
郎
さ
ん
、
喜
納
さ
く
ら

さ
ん
、
佐
和
田
真
穂
さ
ん
、
勝
連
大
稀

さ
ん
か
ら
、
在
校
生
、
仲
間
、
先
生
方
、

保
護
者
の
方
へ
感
謝
の
想
い
を
込
め
た

答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
在
校
生
か
ら
大
き

な
拍
手
が
お
き
ま
し
た
。

　

真
志
喜
中
学
校
（
校
長
：
石
川
正
信
）

で
は
、
卒
業
生
（
第
38
期
生
）
を
代
表

し
て
新
城
裕
唯
さ
ん
が
「
３
年
間
、
楽

し
い
学
校
生
活
を
共
に
歩
ん
で
き
た
友
、

最
後
ま
で
支
え
て
く
れ
た
先
生
方
、
今

日
ま
で
、
大
事
に
育
て
て
く
れ
た
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
私
た
ち
は
、
今
日
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
」
と
感
謝
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
の
思
い
出
と

新
た
な
希
望
を
胸
に
、通
い
慣
れ
た
母
校

を
涙
と
笑
顔
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

普天間中学校卒業式普天間中学校卒業式

別れと出逢い、重なる思いに夢を乗せ
今、新たな一歩を踏み出そう

別れと出逢い、重なる思いに夢を乗せ
今、新たな一歩を踏み出そう
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。
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、
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を
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、

最
後
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で
支
え
て
く
れ
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先
生
方
、
今

日
ま
で
、
大
事
に
育
て
て
く
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た
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
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、
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当
に
あ
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、
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日
、
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一
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み
出
し
ま
す
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と
感
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の
こ
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第
４
０
４
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に
臨

み
、
平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
主
要
施
策
事
業
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、
議
員

各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
普
天
間

飛
行
場
問
題
に
つ
い
て
は
、昨
年
、全
面
返
還
合

意
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、一日
も

早
い
返
還
の
実
現
を
求
め
る
た
め
、米
国
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
、問
題
の
早
期
解

決
の
た
め
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、政
府

及
び
沖
縄
県
に
対
し
て
は
、普
天
間
飛
行
場
負

担
軽
減
推
進
会
議
及
び
同
作
業
部
会
の
再
開

を
働
き
か
け
、危
険
性
除
去
及
び
基
地
負
担
軽

減
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
返
還
合
意
の
原
点
で
あ
り
ま
す
、

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場
の

早
期
の
危
険
性
除
去
が
最
優
先
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
、固
定
化
は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
の
危
機
感
を
持
ち
、日
米
両
政

府
及
び
県
に
対
し
て
、あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講

じ
、一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返
還
を
必
ず
実
現
し
、

５
年
以
内
の
運
用
停
止
を
は
じ
め
と
す
る
返

還
ま
で
の
間
の
危
険
性
除
去
及
び
基
地
負
担

軽
減
に
つ
い
て
も
、目
に
見
え
る
形
で
着
実
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
中
央
に
広
大
な
普
天
間
飛
行

場
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
、市
民
は
過
重
な
負

担
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。地
域
経
済
の
停

滞
を
招
く
こ
と
な
く
、ま
ち
の
活
性
化
を
図

り
、普
天
間
飛
行
場
の
返
還
後
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、未
来
へ
の
投

資
と
し
て
全
国
か
ら
本
市
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

取
り
組
み
も
検
討
し
ま
す
。

　

返
還
さ
れ
た
「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天

間
住
宅
地
区
」の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１

６
」（
骨
太
方
針
）に
お
い
て
、「
国
際
医
療
拠

点
構
想
」に
つ
い
て
明
記
さ
れ
、国
か
ら
の
積

極
的
な
支
援
を
受
け
、取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
は
、琉
球
大
学
医
学
部
及

び
同
附
属
病
院
用
地
の
先
行
取
得
を
実
施
し

て
お
り
、市
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
健
康
都
市
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、第
四
次
宜
野
湾
市
総
合

計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま
す
。新
た
な

将
来
都
市
像
を
「
人
が
つ
な
が
る　

未
来
へ

つ
な
げ
る　

ね
た
て
の
ま
ち
宜
野
湾
」と
し

て
、活
気
に
あ
ふ
れ
、豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち

を
目
指
し
、各
部
局
長
を
は
じ
め
、全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
下
、第
四
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
基
本

構
想
に
て
掲
げ
て
い
る
６
つ
の
基
本
目
標
に

沿
い
、各
施
策
を
申
し
述
べ
、市
政
運
営
の
基

本
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平成29年度
施政方針（要旨）

平成29年度
施政方針（要旨）
第404回市議会定例会

▼「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
開
か
れ
た
行
政
の

推
進
」

　

宜
野
湾
市
市
民
協
働
推
進
実
施
計
画
に
基

づ
き
、複
雑
多
様
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
、市
民
や
自
治
会
等
が
連
携
・
協
働
し

た
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
自
治
会
に

対
し
て
は
、自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、宜
野
湾
市
自
治

会
育
成
補
助
金
交
付
規
則
の
一
部
改
正
を
行

い
、自
治
会
運
営
の
支
援
を
一
層
強
化
し
ま

す
。ま
た
、愛
知
地
区
学
習
等
供
用
施
設
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

　

男
女
が
と
も
に
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
、多
様
な
場
面
で
活
躍
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、「
第
３
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同
参

画
計
画
〜
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
〜
」に
基
づ
き

諸
施
策
を
進
め
ま
す
。

▼「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」

　

市
内
在
住
の
外
国
人
も
地
域
社
会
の
構
成

員
と
し
て
、と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
多

文
化
共
生
社
会
」の
実
現
の
た
め
、異
文
化
理

解
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推

進
」　　
　

　

平
成
30
年
１
月
よ
り
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て
、住
民
票
や
各
種
証
明

書
等
が
取
得
で
き
る
よ
う
「
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
を
進
め
る
と
と
も

に
、シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
際
に
必
要
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、よ
り
一
層

の
普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度)

」に
つ
い
て
、本
年
７
月
か
ら
国
や
地
方

公
共
団
体
等
に
お
い
て
、特
定
個
人
情
報
の

連
携
が
開
始
さ
れ
、行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
本
格
化
し
ま
す
。住
民
の
利
便
性
向

上
及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
行
い
、安
心

安
全
な
シ
ス
テ
ム
整
備
・
安
定
運
用
に
努
め

ま
す
。

　

民
間
事
業
者
の
活
用
と
し
て
、前
年
度
か

ら
赤
道
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
伊
利
原
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
及
び
野
嵩
保
育
所
の
民
営
化
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。平
成
29
年
度
は
、は
ご
ろ
も
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
大
山
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
、来
年
２

月
の
宜
野
湾
保
育
所
及
び
う
な
ば
ら
保
育
所

調
理
等
業
務
の
民
間
委
託
の
実
施
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。今
後
も
適
正
な
定
員
管
理
を

図
り
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
西
普
天
間
住

宅
地
区
跡
地
に
関
す
る
事
業
な
ど
、ま
す
ま

す
高
ま
る
行
政
需
要
へ
対
応
す
る
た
め
の
組

織
強
化
も
同
時
に
行
い
ま
す
。西
普
天
間
住

宅
地
区
の
跡
地
利
用
に
関
し
て
は
、「
西
普
天

間
地
区
推
進
室
（
仮
称
）」を
新
設
し
、跡
地

利
用
の
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

　

自
主
性
、自
立
性
の
高
い
行
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を
図

り
、商
工
会
と
連
携
し
市
の
特
産
品
を
利
用

し
た
返
礼
品
を
設
け
る
な
ど
、本
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、地
域
活
性
化
や
観
光
に
寄
与
す

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

「
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

ま
ち
」

基
本
目
標
１
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治
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と
り
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
、多
様
な
場
面
で
活
躍
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、「
第
３
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同
参

画
計
画
〜
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
〜
」に
基
づ
き

諸
施
策
を
進
め
ま
す
。

▼「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」

　

市
内
在
住
の
外
国
人
も
地
域
社
会
の
構
成

員
と
し
て
、と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
多

文
化
共
生
社
会
」の
実
現
の
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に
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る
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効
果
的
・
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的
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運
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の
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平
成
30
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１
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よ
り
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国
の
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ビ
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ス
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て
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テ
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。

　
「
社
会
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・
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制
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制
度)

」に
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て
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携
が
開
始
さ
れ
、行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
本
格
化
し
ま
す
。住
民
の
利
便
性
向

上
及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
行
い
、安
心

安
全
な
シ
ス
テ
ム
整
備
・
安
定
運
用
に
努
め

ま
す
。

　

民
間
事
業
者
の
活
用
と
し
て
、前
年
度
か

ら
赤
道
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
伊
利
原
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
及
び
野
嵩
保
育
所
の
民
営
化
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。平
成
29
年
度
は
、は
ご
ろ
も
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
大
山
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
、来
年
２

月
の
宜
野
湾
保
育
所
及
び
う
な
ば
ら
保
育
所

調
理
等
業
務
の
民
間
委
託
の
実
施
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。今
後
も
適
正
な
定
員
管
理
を

図
り
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
西
普
天
間
住

宅
地
区
跡
地
に
関
す
る
事
業
な
ど
、ま
す
ま

す
高
ま
る
行
政
需
要
へ
対
応
す
る
た
め
の
組

織
強
化
も
同
時
に
行
い
ま
す
。西
普
天
間
住

宅
地
区
の
跡
地
利
用
に
関
し
て
は
、「
西
普
天

間
地
区
推
進
室
（
仮
称
）」を
新
設
し
、跡
地

利
用
の
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

　

自
主
性
、自
立
性
の
高
い
行
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を
図

り
、商
工
会
と
連
携
し
市
の
特
産
品
を
利
用

し
た
返
礼
品
を
設
け
る
な
ど
、本
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、地
域
活
性
化
や
観
光
に
寄
与
す

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

「
健
康
で
、安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」

基
本
目
標
２

▼「
地
域
福
祉
の
推
進
」

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

「
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
（
互
い
に
助
け
合
う
）」の

福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、市
民
相
互
の

連
携
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼「
子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
良
質
な
育
成
環
境
を

保
障
し
、一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度

中
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
に
向
け
、 

認
可

保
育
園
の
創
設
等
に
よ
る
定
員
増
を
図
り
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
等
に
よ
る
保
育
の
質
の

向
上
に
努
め
ま
す
。ま
た
、認
可
外
保
育
施
設

へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
入
所
児
童
の
処
遇
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、平
成
29
年
度
は
、昨
年
完
成
し
た
長
田

児
童
館
お
い
て
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開

始
す
る
ほ
か
、老
朽
化
し
た
大
謝
名
児
童
セ

ン
タ
ー
の
建
替
え
工
事
も
実
施
し
ま
す
。こ
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、通
院
医
療

費
は
小
学
６
年
生
ま
で
、入
院
医
療
費
は
中

学
校
卒
業
ま
で
を
対
象
と
し
て
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
現
物
給
付
に

つ
い
て
も
、県
の
動
向
を
踏
ま
え
、導
入
に
向

け
た
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。母
子
及
び
父

子
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も
、本
年
４

月
診
療
分
よ
り
自
動
償
還
払
い
方
式
を
導
入

し
ま
す
。

▼「
児
童
虐
待
・Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支

援
の
強
化
」

　

児
童
虐
待
等
の
予
防
及
び
対
応
と
し
て
、

各
種
母
子
保
健
事
業
に
お
け
る
関
係
機
関
と

の
連
携
や
、宜
野
湾
市
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
推
進
し
、虐
待
の
早
期
発
見
と
被
害

児
童
及
び
虐
待
者
、双
方
へ
の
適
切
な
対
応
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支
援
の
強
化
に
関

し
て
は
、市
民
へ
の
広
報
、啓
発
及
び
教
育
の

充
実
を
図
り
、関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

被
害
者
の
精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、被
害
者

の
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

▼「
障
が
い
者
（
児
）福
祉
の
充
実
」

　

地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
充
実
を
図
り
、

障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
や
、障

が
い
児
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼「
高
齢
者
介
護
・
福
祉
の
充
実
」

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）の
開
所
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、生

き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

つ
い
て
は
、地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
や
、高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
一

般
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼「
生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
支
援
・
労
働
福
祉

の
推
進
」

　

自
立
に
関
す
る
包
括
的
な
相
談
支
援
を
行

い
、就
労
準
備
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
等
と
連
携
し
た
生
活
支
援
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、子
ど
も

の
学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
、「
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
」の
さ
ら
な
る
対
策
と
し
て
、支

援
が
必
要
な
小
学
校
高
学
年
児
童
に
対
す
る

学
習
支
援
事
業
の
実
施
や
、中
学
校
卒
業
後

の
進
路
未
決
定
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
生

活
支
援
及
び
就
労
準
備
支
援
等
を
行
う
若
者

居
場
所
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、子
ど
も
の

貧
困
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、子

ど
も
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、中
長
期
的
な

子
ど
も
支
援
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取

り
組
む
な
ど
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

▼「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

　

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、各
種
健
康
教
室
や
特
定
健
診
等
を
実

施
し
ま
す
。受
診
率
の
高
い
自
治
会
と
受
診

者
数
の
増
加
が
あ
っ
た
自
治
会
に
対
し
、報
奨

金
の
授
与
を
行
う
な
ど
、特
定
健
診
受
診
率

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用
を
、１

歳
児
を
対
象
に
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費
に
つ
い
て
は
、被

保
険
者
資
格
の
適
正
化
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
啓
発
な
ど
、医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
ま
す
。

　

国
際
医
療
拠
点
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同
附
属
病
院
を
中
心

と
し
た
医
療
拠
点
の
形
成
に
向
け
、関
係
機

関
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

▼「
未
来
を
担
う
人
間
力
の
育
成
」

　

保
育
所
（
園
）、幼
稚
園
及
び
小
学
校
の
連

携
体
制
を
構
築
し
、小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な

接
続
を
図
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
確
か
な
学

力
の
向
上
」を
図
る
た
め
、学
習
支
援
員
を
全

小
中
学
校
に
配
置
し
、児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
「
確
か
な
学
力
」が
確
実
に
定
着
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、幼
稚
園
、小

中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
派
遣

し
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
適
切
な
指
導

や
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、小
学

校
英
語
教
育
課
程
特
例
校
事
業
や
、中
学
校

短
期
海
外
留
学
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
ま

す
。
　
い
じ
め
問
題
に
関
し
て
は
、い
じ
め
の
未
然

防
止
・
早
期
発
見
に
努
め
、子
ど
も
た
ち
が
安

「
文
化
を
育
み
、心
豊
か
な
人

を
育
て
る
ま
ち
」

基
本
目
標
３
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「
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

ま
ち
」

基
本
目
標
４

心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、学
校
と

地
域
、家
庭
が
連
携
・
協
働
す
る
組
織
体
制
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、本
年
４
月
か
ら
、

は
ご
ろ
も
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始

と
な
り
、本
市
全
て
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
を
実
施
し

ま
す
。学
校
給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
生
活
へ

の
理
解
と
、望
ま
し
い
食
習
慣
を
つ
く
る
食
育

の
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
小
学
校
給
食
費
助
成
事
業
を
実
施

し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

▼「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、子
ど
も

達
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
及
び
放
課
後

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
と
問
題
行

動
の
改
善
に
つ
い
て
は
、各
小
中
学
校
に
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、青

少
年
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
、児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習
指
導
や

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、計
画
的
に

校
舎
等
の
耐
震
化
を
進
め
、志
真
志
小
学
校

及
び
同
幼
稚
園
の
増
改
築
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、真
志
喜
中
学
校
屋
外
教
育
環

境
整
備
事
業
や
、普
天
間
中
学
校
防
音
機
能

復
旧
事
業
等
を
実
施
し
、機
能
的
で
質
の
高

い
学
校
施
設
の
整
備
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と
文

化
の
継
承
」

　

市
民
図
書
館
や
中
央
公
民
館
等
を
中
心
と

し
た
学
習
支
援
や
芸
術
文
化
活
動
等
を
推
進

し
ま
す
。伝
統
文
化
、芸
能
を
継
承
・
発
展
さ

せ
る
た
め
、大
謝
名
区
の
文
化
・
伝
統
を
題
材

と
し
た
創
作
市
民
劇
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
整
備
に
つ
い
て
は
、地
域
で
継
承
さ

れ
て
き
た
獅
子
舞
や
綱
引
き
な
ど
の
無
形
文

化
財
の
育
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
、地
域
文
化
の
理

解
に
つ
な
が
る
企
画
展
及
び
講
座
な
ど
を
開

催
し
、歴
史
や
文
化
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

▼「
観
光
・リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
や
、ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー

チ
を
活
用
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
し
、賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

▼「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
支
援
機
能
の
充
実
」

　

西
海
岸
地
域
に
お
い
て
、県
が
策
定
し
た

「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」に
あ
る

「
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」を
目
指
し
、国
及
び
県

の
協
力
連
携
の
も
と
検
討
作
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
受
入
等
、ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
振
興
に
取
り
組
み
、観
光

客
の
増
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼「
地
域
商
店
街
の
活
性
化
」

　

ま
ち
の
魅
力
と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が

る
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、誘

客
及
び
売
り
上
げ
増
を
目
指
し
、地
元
消
費

の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、商
工
会
と

連
携
し
、専
門
的
か
つ
効
果
的
な
経
営
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼「
商
工
業
・
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」

　

地
元
商
工
業
者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、資
金
調
達
の
円
滑
化
、市

内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
等
、地
域
経

済
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、物
産
展
等

に
出
展
す
る
市
内
事
業
者
へ
出
展
料
の
助
成

を
行
い
、特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
拡
大
を

図
る
な
ど
、商
工
業
振
興
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

情
報
通
信
産
業
等
振
興
施
設
の
整
備
に
向

け
、事
業
手
法
な
ど
を
調
査
検
討
し
ま
す
。

▼「
企
業
立
地
と
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
就

労
の
支
援
」

　

県
よ
り
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
、観
光

地
形
成
促
進
地
域
等
の
地
域
指
定
を
受
け
て

お
り
、各
地
域
制
度
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、若
年
者
の
就
業
意

識
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、職
業
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、高
等
教
育
機
関
在
学
生
を

対
象
に
講
演
等
を
開
催
し
、キ
ャ
リ
ア
教
育
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
の
事
情
等
、様
々
な
理
由
で
就
労
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
方
々
に
対
す
る
、多
様
な

働
き
方
就
労
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」

　

大
山
田
芋
地
域
の
振
興
と
し
て
、大
山
田

芋
地
区
の
地
権
者
及
び
農
業
従
事
者
の
意
見

集
約
を
図
り
、農
地
保
全
面
積
を
確
定
し
ま

す
。ま
た
、継
続
的
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
振
興
策
を

検
討
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、浦
添
宜
野
湾

漁
業
協
同
組
合
へ
燃
費
補
填
事
業
等
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼「
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」

　

西
海
岸
地
域
に
お
け
る
地
震
及
び
津
波
避

難
訓
練
の
実
施
や
、防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、昨
年
12
月
に

愛
知
区
自
主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
、将
来
的

に
は
全
自
治
会
で
結
成
さ
れ
る
よ
う
組
織
活

動
を
支
援
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
、災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
対
策
協
議
会
へ
の
補
助
金
を

継
続
し
、要
配
慮
者
の
把
握
及
び
台
帳
登
録

並
び
に
個
別
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

　

救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、災

害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
我
如
古
出

張
所
の
改
築
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
生
命
、身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、消
防
職
員
の
定
数
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、４
台
目
の
救
急
車
を
配
備
し
、

運
用
す
る
な
ど
消
防
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、地
域
防
災
の
要
と
し

て
地
域
防
災
組
織
に
対
す
る
協
力
支
援
な
ど

を
通
じ
、指
導
的
役
割
が
発
揮
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

▼「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」

　

学
校
や
自
治
会
、警
察
等
と
の
連
携
の
も

と
、横
断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
充
実

や
、防
犯
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼「
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　
「
宜
野
湾
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」

　

市
民
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

　

宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
佐

真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
、普
天
間
地
区
に
お
い
て
は
門
前
広
場

の
整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
等
へ
の
着
手
、真

栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、交
流
施
設
の
整
備
に

向
け
た
調
査
業
務
を
開
始
し
、同
施
設
と
併

せ
た
道
路
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、既
存
市
営

住
宅
の
計
画
的
な
修
繕
等
、長
寿
命
化
を
推

進
し
、伊
利
原
市
営
住
宅
Ｅ
棟
改
修
工
事
の

実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

▼「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」

　

主
要
路
線
で
あ
る
市
道
宜
野
湾
11
号
の
早

期
の
整
備
・
供
用
開
始
に
向
け
、地
権
者
等
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ま
す
。ま
た
、西
普

天
間
住
宅
地
区
と
国
道
58
号
を
つ
な
ぐ
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
、関
係
機
関
と
連

携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
道
我
如
古
21
号
、市
道
嘉
数
１
号
、市
道

伊
佐
１
号
の
改
良
事
業
及
び
都
市
計
画
道
路

事
業
の
３
・４
・
71
号
普
天
間
線
道
路
整
備

事
業
も
実
施
し
、道
路
や
橋
り
ょ
う
に
つ
い

て
、長
寿
命
化
修
繕
計
画
及
び
宜
野
湾
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、計
画

的
な
道
路
維
持
修
繕
に
努
め
ま
す
。

▼「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

　

水
の
安
全
、安
定
供
給
と
経
営
の
健
全
化

を
基
本
に
、基
幹
管
路
の
耐
震
化
や
漏
水
防

止
対
策
を
強
化
し
、市
民
の
生
活
環
境
保
全

に
努
め
ま
す
。ま
た
、水
道
局
と
下
水
道
課
の

組
織
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

▼「
公
園
・
緑
地
及
び
墓
園
等
の
整
備
」

　

野
嵩
第
一
公
園
及
び
比
屋
良
川
公
園
の
整

備
を
進
め
ま
す
。風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、市
民
等
と
協
働
し
、宜
野
湾
市
ら
し

い
景
観
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て
、豊
か
で
潤

い
あ
る
風
景
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

▼「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」

　

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場

は
、戦
後
71
年
も
の
長
期
間
、市
民
の
生
活
環

境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
に
加

え
、効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
の
阻

害
要
因
と
な
り
、経
済
活
動
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
13
日
に
発
生
し
た
、普
天
間
飛

行
場
所
属
の
Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
不

時
着
水
事
故
は
、沖
縄
国
際
大
学
へ
の
米
軍
ヘ

リ
墜
落
事
故
を
想
起
さ
せ
、市
民
に
衝
撃
と

不
安
を
与
え
る
と
同
時
に
、市
街
地
に
囲
ま

れ
た
普
天
間
飛
行
場
の
一
刻
も
早
い
閉
鎖
・

返
還
の
必
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。し

か
し
な
が
ら
、普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い

返
還
の
手
法
に
お
い
て
、政
府
と
県
と
の
対
立

が
続
く
な
ど
、解
決
の
道
筋
は
依
然
と
し
て
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。平
成
29

年
度
も
、政
府
及
び
県
に
対
し
、返
還
合
意
の

原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、普
天
間
飛
行
場
の

返
還
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、あ
ら
ゆ
る
方

策
を
講
じ
、市
民
が
強
く
望
む
普
天
間
飛
行

場
の
一
日
も
早
い
返
還
と
、５
年
以
内
運
用
停

止
を
は
じ
め
と
す
る
返
還
ま
で
の
間
の
危
険

性
除
去
及
び
基
地
負
担
軽
減
の
確
実
な
実
現

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
と
と
も
に
普
天
間
飛
行
場
問

題
を
考
え
、固
定
化
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い

う
民
意
の
も
と
、米
国
新
政
権
に
対
し
て
も

訪
米
し
要
請
を
行
い
、市
民
の
声
を
直
接
伝

え
て
ま
い
り
ま
す
。

▼「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」

　

普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
地
権
者
の
土
地

活
用
意
向
把
握
等
を
実
施
し
、「
全
体
計
画
の

中
間
取
り
ま
と
め
」の
更
新
を
行
い
ま
す
。今

後
も
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
関
係
機

関
と
連
携
協
力
を
図
り
、計
画
の
実
現
性
検

証
や
整
備
手
法
等
の
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利

用
計
画
に
つ
な
が
る
よ
う
、国
、県
及
び
地
権

者
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

▼「
平
和
行
政
の
推
進
」

　

平
和
祈
念
事
業
や
被
爆
地
長
崎
県
へ
の
平

和
学
習
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
、平
和
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
む
す
び
に
）　

　

平
成
29
年
度
も
本
市
が
活
力
と
活
気
に
満

ち
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、宜
野

湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
「
宜
野
湾
が
い
ち
ば

ん
！
」だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
都

市(

ま
ち)

づ
く
り
、人
づ
く
り
、未
来
づ
く
り
」

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
29
年 

２
月
24
日

　
　
　
　
　
　

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

「
安
全・快
適
で
、持
続
的
発

展
が
可
能
な
ま
ち
」

基
本
目
標
５
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「
平
和
を
つ
な
ぎ
、未
来
へ
発

展
す
る
ま
ち
」

基
本
目
標
６

心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、学
校
と

地
域
、家
庭
が
連
携
・
協
働
す
る
組
織
体
制
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、本
年
４
月
か
ら
、

は
ご
ろ
も
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始

と
な
り
、本
市
全
て
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
を
実
施
し

ま
す
。学
校
給
食
を
通
し
て
正
し
い
食
生
活
へ

の
理
解
と
、望
ま
し
い
食
習
慣
を
つ
く
る
食
育

の
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
小
学
校
給
食
費
助
成
事
業
を
実
施

し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

▼「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、子
ど
も

達
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
及
び
放
課
後

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
と
問
題
行

動
の
改
善
に
つ
い
て
は
、各
小
中
学
校
に
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、青

少
年
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
、児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習
指
導
や

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、計
画
的
に

校
舎
等
の
耐
震
化
を
進
め
、志
真
志
小
学
校

及
び
同
幼
稚
園
の
増
改
築
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、真
志
喜
中
学
校
屋
外
教
育
環

境
整
備
事
業
や
、普
天
間
中
学
校
防
音
機
能

復
旧
事
業
等
を
実
施
し
、機
能
的
で
質
の
高

い
学
校
施
設
の
整
備
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と
文

化
の
継
承
」

　

市
民
図
書
館
や
中
央
公
民
館
等
を
中
心
と

し
た
学
習
支
援
や
芸
術
文
化
活
動
等
を
推
進

し
ま
す
。伝
統
文
化
、芸
能
を
継
承
・
発
展
さ

せ
る
た
め
、大
謝
名
区
の
文
化
・
伝
統
を
題
材

と
し
た
創
作
市
民
劇
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
整
備
に
つ
い
て
は
、地
域
で
継
承
さ

れ
て
き
た
獅
子
舞
や
綱
引
き
な
ど
の
無
形
文

化
財
の
育
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
、地
域
文
化
の
理

解
に
つ
な
が
る
企
画
展
及
び
講
座
な
ど
を
開

催
し
、歴
史
や
文
化
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

▼「
観
光
・リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
や
、ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー

チ
を
活
用
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
し
、賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

▼「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
支
援
機
能
の
充
実
」

　

西
海
岸
地
域
に
お
い
て
、県
が
策
定
し
た

「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」に
あ
る

「
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」を
目
指
し
、国
及
び
県

の
協
力
連
携
の
も
と
検
討
作
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
受
入
等
、ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
振
興
に
取
り
組
み
、観
光

客
の
増
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼「
地
域
商
店
街
の
活
性
化
」

　

ま
ち
の
魅
力
と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が

る
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、誘

客
及
び
売
り
上
げ
増
を
目
指
し
、地
元
消
費

の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、商
工
会
と

連
携
し
、専
門
的
か
つ
効
果
的
な
経
営
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼「
商
工
業
・
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」

　

地
元
商
工
業
者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、資
金
調
達
の
円
滑
化
、市

内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
等
、地
域
経

済
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、物
産
展
等

に
出
展
す
る
市
内
事
業
者
へ
出
展
料
の
助
成

を
行
い
、特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
拡
大
を

図
る
な
ど
、商
工
業
振
興
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

情
報
通
信
産
業
等
振
興
施
設
の
整
備
に
向

け
、事
業
手
法
な
ど
を
調
査
検
討
し
ま
す
。

▼「
企
業
立
地
と
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
就

労
の
支
援
」

　

県
よ
り
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
、観
光

地
形
成
促
進
地
域
等
の
地
域
指
定
を
受
け
て

お
り
、各
地
域
制
度
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、若
年
者
の
就
業
意

識
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、職
業
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、高
等
教
育
機
関
在
学
生
を

対
象
に
講
演
等
を
開
催
し
、キ
ャ
リ
ア
教
育
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
の
事
情
等
、様
々
な
理
由
で
就
労
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
方
々
に
対
す
る
、多
様
な

働
き
方
就
労
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」

　

大
山
田
芋
地
域
の
振
興
と
し
て
、大
山
田

芋
地
区
の
地
権
者
及
び
農
業
従
事
者
の
意
見

集
約
を
図
り
、農
地
保
全
面
積
を
確
定
し
ま

す
。ま
た
、継
続
的
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
振
興
策
を

検
討
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、浦
添
宜
野
湾

漁
業
協
同
組
合
へ
燃
費
補
填
事
業
等
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼「
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」

　

西
海
岸
地
域
に
お
け
る
地
震
及
び
津
波
避

難
訓
練
の
実
施
や
、防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、昨
年
12
月
に

愛
知
区
自
主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
、将
来
的

に
は
全
自
治
会
で
結
成
さ
れ
る
よ
う
組
織
活

動
を
支
援
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
、災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
対
策
協
議
会
へ
の
補
助
金
を

継
続
し
、要
配
慮
者
の
把
握
及
び
台
帳
登
録

並
び
に
個
別
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

　

救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、災

害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
我
如
古
出

張
所
の
改
築
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
生
命
、身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、消
防
職
員
の
定
数
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、４
台
目
の
救
急
車
を
配
備
し
、

運
用
す
る
な
ど
消
防
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、地
域
防
災
の
要
と
し

て
地
域
防
災
組
織
に
対
す
る
協
力
支
援
な
ど

を
通
じ
、指
導
的
役
割
が
発
揮
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

▼「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」

　

学
校
や
自
治
会
、警
察
等
と
の
連
携
の
も

と
、横
断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
充
実

や
、防
犯
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼「
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　
「
宜
野
湾
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」

　

市
民
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

　

宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
佐

真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
、普
天
間
地
区
に
お
い
て
は
門
前
広
場

の
整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
等
へ
の
着
手
、真

栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、交
流
施
設
の
整
備
に

向
け
た
調
査
業
務
を
開
始
し
、同
施
設
と
併

せ
た
道
路
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、既
存
市
営

住
宅
の
計
画
的
な
修
繕
等
、長
寿
命
化
を
推

進
し
、伊
利
原
市
営
住
宅
Ｅ
棟
改
修
工
事
の

実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

▼「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」

　

主
要
路
線
で
あ
る
市
道
宜
野
湾
11
号
の
早

期
の
整
備
・
供
用
開
始
に
向
け
、地
権
者
等
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ま
す
。ま
た
、西
普

天
間
住
宅
地
区
と
国
道
58
号
を
つ
な
ぐ
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
、関
係
機
関
と
連

携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
道
我
如
古
21
号
、市
道
嘉
数
１
号
、市
道

伊
佐
１
号
の
改
良
事
業
及
び
都
市
計
画
道
路

事
業
の
３
・４
・
71
号
普
天
間
線
道
路
整
備

事
業
も
実
施
し
、道
路
や
橋
り
ょ
う
に
つ
い

て
、長
寿
命
化
修
繕
計
画
及
び
宜
野
湾
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、計
画

的
な
道
路
維
持
修
繕
に
努
め
ま
す
。

▼「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

　

水
の
安
全
、安
定
供
給
と
経
営
の
健
全
化

を
基
本
に
、基
幹
管
路
の
耐
震
化
や
漏
水
防

止
対
策
を
強
化
し
、市
民
の
生
活
環
境
保
全

に
努
め
ま
す
。ま
た
、水
道
局
と
下
水
道
課
の

組
織
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

▼「
公
園
・
緑
地
及
び
墓
園
等
の
整
備
」

　

野
嵩
第
一
公
園
及
び
比
屋
良
川
公
園
の
整

備
を
進
め
ま
す
。風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、市
民
等
と
協
働
し
、宜
野
湾
市
ら
し

い
景
観
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て
、豊
か
で
潤

い
あ
る
風
景
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

▼「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」

　

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場

は
、戦
後
71
年
も
の
長
期
間
、市
民
の
生
活
環

境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
に
加

え
、効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
の
阻

害
要
因
と
な
り
、経
済
活
動
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
13
日
に
発
生
し
た
、普
天
間
飛

行
場
所
属
の
Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
不

時
着
水
事
故
は
、沖
縄
国
際
大
学
へ
の
米
軍
ヘ

リ
墜
落
事
故
を
想
起
さ
せ
、市
民
に
衝
撃
と

不
安
を
与
え
る
と
同
時
に
、市
街
地
に
囲
ま

れ
た
普
天
間
飛
行
場
の
一
刻
も
早
い
閉
鎖
・

返
還
の
必
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。し

か
し
な
が
ら
、普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い

返
還
の
手
法
に
お
い
て
、政
府
と
県
と
の
対
立

が
続
く
な
ど
、解
決
の
道
筋
は
依
然
と
し
て
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。平
成
29

年
度
も
、政
府
及
び
県
に
対
し
、返
還
合
意
の

原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、普
天
間
飛
行
場
の

返
還
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、あ
ら
ゆ
る
方

策
を
講
じ
、市
民
が
強
く
望
む
普
天
間
飛
行

場
の
一
日
も
早
い
返
還
と
、５
年
以
内
運
用
停

止
を
は
じ
め
と
す
る
返
還
ま
で
の
間
の
危
険

性
除
去
及
び
基
地
負
担
軽
減
の
確
実
な
実
現

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
と
と
も
に
普
天
間
飛
行
場
問

題
を
考
え
、固
定
化
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い

う
民
意
の
も
と
、米
国
新
政
権
に
対
し
て
も

訪
米
し
要
請
を
行
い
、市
民
の
声
を
直
接
伝

え
て
ま
い
り
ま
す
。

▼「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」

　

普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
地
権
者
の
土
地

活
用
意
向
把
握
等
を
実
施
し
、「
全
体
計
画
の

中
間
取
り
ま
と
め
」の
更
新
を
行
い
ま
す
。今

後
も
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
関
係
機

関
と
連
携
協
力
を
図
り
、計
画
の
実
現
性
検

証
や
整
備
手
法
等
の
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

西
普
天
間
住
宅
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利

用
計
画
に
つ
な
が
る
よ
う
、国
、県
及
び
地
権

者
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

▼「
平
和
行
政
の
推
進
」

　

平
和
祈
念
事
業
や
被
爆
地
長
崎
県
へ
の
平

和
学
習
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
、平
和
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
む
す
び
に
）　

　

平
成
29
年
度
も
本
市
が
活
力
と
活
気
に
満

ち
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、宜
野

湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
「
宜
野
湾
が
い
ち
ば

ん
！
」だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
都

市(

ま
ち)

づ
く
り
、人
づ
く
り
、未
来
づ
く
り
」

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
29
年 

２
月
24
日

　
　
　
　
　
　

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

平成29年度　施政方針（要旨）
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中
国
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

〜
私
の
留
学
体
験
記
〜

パネルディスカッションと
ワークショップの様子

　

市
で
は
、平
成
14
年
か
ら
毎
年
１
人
、友
好
都
市
で
あ
る
中
国
福
建
省
厦
門

市
の
市
立
大
学
厦
門
理
工
学
院
へ
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
〜
平
成
28
年
７
月
ま
で
約
１
年
間
の
留
学
を
終
え
た
西
原

真
紀
子
さ
ん
の
帰
国
報
告
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
２
月
16
日
（
木
）、男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
１
部
：
帰
国
報
告「
中
国
で
の
体

験
と
出
会
い
」

　

西
原
真
紀
子
さ
ん
よ
り
、写
真
を

用
い
な
が
ら
厦
門
市
の
紹
介
、学
校

で
の
様
子
、中
国
文
化
体
験
、食
の
違

い
、文
化
の
違
い
、様
々
な
出
会
い
等

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
授
業
に
つ
い
て

　

基
礎
ク
ラ
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

世
界
各
国
か
ら
来
た
留
学
生
達
と
一

緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。授
業
は
、英
語

と
中
国
語
の
二
か
国
語
で
授
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。授
業
で
は
中
国
の

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
入
り
分
か
ら
な

い
所
や
発
音
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た

り
と
楽
し
く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、語
学
以
外
に
も

書
道
、中
国
絵
、太
極
拳
な
ど
の
中
国

の
文
化
も
学
び
ま
し
た
。

▼
出
会
い

　

多
く
の
国
籍
の
方
と
出
会
い
う
事

が
で
き
ま
し
た
。特
に
、高
齢
の
日
本

人
留
学
生
二
人
と
の
出
会
い
が
語
学

上
達
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。ま
た
、台

湾
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、香
港
等
の
友

人
も
で
き
、そ
の
友
人
の
故
郷
へ
旅

行
し
、中
国
以
外
の
文
化
に
触
れ
る

機
会
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

▼
さ
い
ご
に

　

中
国
で
の
一
年
間
は
と
て
も
濃
く

楽
し
く
、新
し
い
発
見
が
あ
り
、色
々

な
方
達
と
縁
で
繋
が
っ
た
一
年
で
し

た
。ま
た
、中
国
の
方
々
の
温
か
さ
に

と
て
も
助
け
て
貰
い
ま
し
た
。実
際
、

中
国
に
行
き
自
分
の
目
で
確
か
め
る

の
と
人
か
ら
聞
く
話
と
は
全
然
違
い

ま
す
。今
ま
で
想
像
し
て
い
た
中
国

と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

厦
門
で
の
経
験
を
通
し
て
私
自
身
、

成
長
出
来
た
と
思
い
ま
す
。今
後
留

学
で
の
経
験
を
活
か
し
て
行
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
２
部：パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ『
帰
国
後
の
活
躍
の
可
能
性
』

　

宜
野
湾
市
海
外
留
学
生
選
抜
試
験

審
査
委
員
長
の
ア
ラ
ル
コ
ン
さ
ん
の

進
行
の
も
と
、留
学
経
験
を
し
た
西

原
さ
ん
、宜
野
湾
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
を
展
開
し
て
い
る
清
水
さ
ん
、

留
学
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
平
良

さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
帰

国
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
部：ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
テ
ー
マ

『
あ
な
た
に
と
っ
て
の
外
国
人
』

　

参
加
者
が
繋
が
る
場
と
し
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。５
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、あ
な
た
に

と
っ
て
の
外
国
人
を
テ
ー
マ
に
中
国

人
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、在
住
外

国
人
、旅
行
者
等
に
つ
い
て
、話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。身
近
に
い
る
外

国
人
や
メ
デ
ィ
ア
で
見
る
外
国
人
等

に
つ
い
て
の
話
が
さ
れ
、外
国
人
が

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
ま
で
話

が
弾
み
ま
し
た
。

留学して
可能性が広がり
ました！

第14期留学生　西原真紀子さん第14期留学生　西原真紀子さん
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留学記・ニイハオ！！
～中国厦門市～その２

第15期　市海外留学生
佐和田　大祐

中国・厦門(アモイ)市への留学生　募集！

▶募集期間　4月10日（月）　～　5月26日（金）
▶選考試験　5月28日（日）＜作文および面接試験＞
▶応募資格　
 ・満18歳以上、満40歳以下で、高校卒業以上の学歴を有 
　する者
 ・平成29年4月1日現在において宜野湾市に1年以上住所
　を有する者
 ・心身ともに健康な者、日本国籍を有する者
▶派遣人員　1名
▶留学期間　1年間（平成29年9月～平成30年8月迄）
▶派 遣 先　厦門市立厦門理工学院

▶留学費市負担
 ・厦門理工学院授業料全額（約270,000円/年）
 ・寮費の2分の1（約80,000円/年）
 ・中国福建省厦門市までの往復旅費
 ・パスポート申請費（持っていない方）
 ・ビザ申請費
▶留学生負担　　
寮費の2分の1（約80,000円/年）
その他の経費：生活費等（約500,000円/年）
※中国国内旅行も含めた金額
※1元≒20円と計算した場合

れ
て
い
ま
す
。
厦
門
大
学
の
留
学
生

ら
と
共
に
貸
切
バ
ス
で
、
福
建
省
の

歴
史
を
学
び
、
要
所
を
巡
る
中
で
互

い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
学
部
イ
ベ
ン
ト
】

　

年
末
に
は
学
部
ご
と
に
出
し
物
を

披
露
す
る
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
留

学
生
チ
ー
ム
は
ダ
ン
ス
・
歌
・
演
劇

を
融
合
し
た
演
目
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

私
は
、
劇
の
中
で
書
道
を
披
露
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
任
さ
れ
ま
し

た
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
】

　

厦
門
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
日
本
の

よ
う
に
町
中
に
派
手
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
音
楽
が
鳴
り
響
く
こ
と
は

な
く
、
比
較
的
静
か
で
す
。
私
は
、

同
じ
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
ス
ペ
イ
ン
人
の

友
人
に
自
宅
に
招
待
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

【
最
後
に
】

　

厦
門
で
の
留
学
生
活
も
早
６
ヶ
月

が
過
ぎ
、
充
実
し
た
日
々
に
時
の
流

れ
の
早
さ
を
感
じ
ま
す
。
今
後
益
々
、

中
国
語
上
達
に
向
け
た
勉
学
に
励
む

と
共
に
、
中
国
の
魅
力
を
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❶厦門大学との交流 /❷バレーボール大会打上げ
❸クリスマスパーティー /❹学部イベントにて

本市の海外友好都市締結先である中国福建省厦門市の市立大学に1年間留学生を派遣し、
国際的視野を持った人材の育成を図ることを目的に留学希望者を募集します。

特集「私の留学体験記」

アモイ●
沖縄本島

奄美大島

台湾

【
ご
挨
拶
】

　

大
家
好
，
好
久
不
见
。（
皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。）

私
が
通
う
厦
門
理
工
学
院
で
は
、
学

生
が
主
体
と
な
っ
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、学
内
外
の″
イ
ベ
ン
ト
“に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
大
会
】

　

日
本
の
大
学
同
様
に
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
が
存
在
し
ま
す
が
、

異
な
る
点
は
、
各
学
部
ご
と
に
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
事
で
す
。

　

会
場
設
営
や
審
判
、
道
具
の
準
備

ま
で
全
て
学
生
主
導
で
学
内
で
の
大

会
が
運
営
さ
れ
ま
す
。

【
他
大
学
留
学
生
と
の
交
流
】

　

他
大
学
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ

❶

❷ ❸

❹

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
民
協
働
推
進
課 

☎
8
9
3-

4
4
1
1   

内
線
4
2
3
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こみゅにてぃ見聞録

2
20

　2月4日に行われた「おきぎんJカップ第39回沖縄県ジュ
ニア8人制サッカー（U-12）大会」で準優勝をした、ヴィク
サーレ沖縄FCジュニアに所属する外間達也さん（嘉数小6
年）、森屋椋太さん（琉大附属小6年）が市長を訪ね、九州
大会への参加報告を行いました。

九州ジュニア（U-12）サッカー大会出場決定
外間達也さん、森屋椋太さん

2
24

　毎日25日は「まちニコ（25）デー」です。普天間第二小学
校と大山小学校の校門前で、児童生徒、佐喜眞市長、知念
教育長、まちニコ推進委員、民生委員児童委員、社協役員
の皆さんがあいさつ運動を行いました。校門前は明るい
あいさつと笑顔で溢れました。

毎月25日はまちニコ（25）デイ！
まちでニッコリ、あいさつ声かけ運動

2
20

　市、自治会長会、市社会福祉協議会、宜野湾・中城地区
宅地建物取引業者会は、自治会への加入促進に関する協
定を締結しました。自治会加入率が減少しているなか、防犯
や災害、高齢者の孤独死など地域の抱える課題は多岐にわ
たっています。効果的な自治会加入促進事業（アパートなど
の新規入居者や住宅購入者への自治会加入の呼びかけ
等）を展開し、地域の諸課題解決に向けて連携し取り組ん
でいきます。

4団体間にて協力体制の強化を図る
自治会加入促進協定式

2
26

　西海岸地区の８自治会（伊佐区、真志喜区、大山区、宇地
泊区、大謝名区、上大謝名、嘉数ハイツ、大謝名団地(2/19
に炊き出し訓練)）にて、地震・津波避難訓練が実施され、多
くの市民が参加しました。また、同日、市では初の災害対策
本部設置および運営訓練も実施され、地震で本庁舎が倒
壊の可能性があるという想定のもと、庁舎外に対策本部を
設置、ライブカメラで被害状況の確認を行いながら災害時
の対応等を確認しました。

防災意識の啓発や津波避難体制の向上を図る
東日本大震災の教訓を踏まえ訓練

2 20

　株式会社沖縄計測（外間博代表取締役会長）の皆さん
が市役所を訪れ、寄付金の贈呈を行いました。同社から
は、これまでにも市への寄付金があり、また今回の寄付に
ついては教育関連事業に活用してほしいとの要望があり
ました。

株式会社沖縄計測
寄付金の贈呈

2 27

　第5回世界若者ウチナーンチュ大会実行委員長の玉元
三奈美さんと総務部長の比嘉千穂さんが、大会報告と共
催へのお礼のため佐喜眞市長を訪ね、大会の成果や今後
の課題について語られました。次回は2018年2月に南米
ペルーで開催予定です。今後もウチナーネットワークの更
なる強化や地域活性化につなげていきたいと抱負を述べ
られました。

第5回世界若者ウチナーンチュ大会関係者
大会報告、今後の抱負を語る
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宜野湾市のいろいろな話題を紹介します。

3 1

　第9回沖縄国際映画祭開催50日前にあたり、実行委員
会の皆さん、スリムクラブの内間政成さん、宜野湾市全力
応援芸人の大屋あゆみさんが市役所を訪れました。市役
所玄関ロビーにはカウントダウンボードが設置されまし
た。今年も、吉本興業の芸人さんとのコラボによるトロピ
カルビーチ開きが4月22日に開催されます。

島ぜんぶでおーきな祭
沖縄国際映画祭関係者　来訪

3 4

　市シルバー人材センター（宮原薫理事長）は、地域への
貢献・事業PRを目的とした奉仕作業を実施しました。今回
は、森川公園近辺の路肩部分除草作業を行いました。会員
の皆さんは、晴天のなか汗を流し、もくもくと作業に取り掛
かっていました。

毎年恒例の奉仕作業
シルバー人材センター清掃活動

3 2

　大正5年（1916年）創部、創部100周年を迎える日立製
作所硬式野球部（和久井勇人監督）の皆さんが佐喜眞市
長を訪ねました。同硬式野球部は2014年3月より本市で
春季キャンプを開始し、今回で4回目となります。キャンプ
は3月16日まで宜野湾市立野球場にて行われました。

長い歴史と伝統ある社会人硬式野球部
日立製作所硬式野球部関係者来訪

3 4

　さつき保育園の園児と父母会の皆さん、約250人が市
消防本部を訪れ、施設内見学を行いました。普段消防行
政に触れることのない園児たちに、消防職員の仕事を身
近に感じてもらうことを目的として実現したものです。ポン
プ車やはしご車などの消防車両に触れた園児たちから
は、たくさんの笑顔が溢れていました。

消防士の仕事について学ぶ
さつき保育園　消防庁舎見学

2 7

　市消防本部にて市内在住の聴覚障がい者を対象にメー
ル119説明会を開催しました。メール119とは、119番通報す
る際、電話（音声）ではなく、携帯電話などのEメール（文字）
にて119番通報を行うことで、聴覚障がい者など言葉を発
することができない方を対象とした119番通報方法です。
市消防本部ではメール119の利用者を募っています。利用
を希望する方は消防本部、または障がい福祉課までお問い
合わせください。

文字で119番通報
メール119説明会を開催しました

311

　市消防本部において、震災時に的確かつ迅速な初動体
制を確立することを目的に、震災対応初動訓練を行いまし
た。県内で震度6弱の地震が発生したと想定し、消防職員・
消防団員は参集命令覚知後、各自宅より自転車か徒歩で
消防本部に集結、その後、地震により火災や建物倒壊によ
り多数の負傷者が発生したとの想定で図上および実動訓
練、また、後方支援訓練として、女性消防団員による炊き出
し訓練を行いました。最後は黙祷を捧げ終了しました。

東日本大震災発生から6年目
教訓を風化させないために







14市報   2017・4・10

Health And Welfare News    　　健康・福祉だより

健康カレンダー（5月）

日時　5 月 26 日・6月 2日・9日・
16日 ( 金 )　10：00 ～ 13：00
場所　保健相談センター
定員　16 名（先着順）
※託児施設等は設けておりませんの
で、お子さんを連れての参加はご遠
慮ください。
対象者　市内在住の子育て中のお母
さん  ※原則として 4日間の日程い
ずれにも参加可能な方
参加費　1,000 円
持参する物　エプロン・三角巾
申込期間　 5 月 1日 ( 月 ) ～ 19 日
( 金 )　( 土日・祝日は除く )
申込受付　電話または窓口
□問保健相談センター　☎898-5583

『ママの料理教室』
受講者募集日時　5 月 23 日～ 7月 18日（毎

週火曜日／全 9回）10:00 ～ 11:30
場所　JSS スイミングスクール沖縄
中央
定員　25 名 ( 抽選 )
対象者　市民、40歳～64歳まで（平
成 29年 4月 1日現在）の方で下記
の 3つに該当する方
①平成 28年 4月以降に特定健診ま
たは人間ドックを受診し、健診結果
を提出できる方
②医師からの運動制限のない者
( 場合によっては医師からの意見書
を提出して頂くこともあります )
③原則として教室全日程に参加でき
る方
受講料　無料
募集期間　4月17日（月）～5月12日(金)　
□問保健相談センター　☎898-5583

水中運動教室受講生募集

日時　6 月 5日～ 7月 31日　毎週
月曜日（全８回）13:30 ～ 16:00
場所　保健相談センター
定員　先着 20名（先着順）
対象　平成 29年 4月 1日現在で
40歳～ 64歳
市に住所を有し、運動制限のない方
受講料　無料 
申込期間　5月8日（月）～26日（金）
□問保健相談センター　☎898-5583

健康ステップアップ教室
受講生募集

日時　①5月 10日（水）10：00
～ 11：00 ／②5月 26日（金）
14：00～ 15：00
※当日受付、問診・血圧測定等を行
いますので 15分前までにお越しく
ださい。
場所　保健相談センター　
対象　市民で、運動制限のない方
内容　ストレッチ、筋力トレーニン
グ、エアロビクス、運動に関する講
話など
持ち物　動きやすい服装、室内
シューズ、飲み物
参加費　無料（事前申込不要）
□問保健相談センター　☎898-5583

かんたん！ストレッチ・
筋トレ教室

事前に健診セットを郵送するため、集団健診日の 2週間前までにお申し込み
ください。
予約先　保健相談センター　☎898-5583　　受付時間　平日８:30 ～ 17:15

健診受付時間　8:30 ～ 10:30　　
当日は予約された方から優先的に受付を行います。
詳しくは・・・受診券に同封されている健診ガイドをご覧ください。

集団健診 ( 特定健診・がん検診 ) のお知らせ

日時　毎月　第 2・4月曜日　9：00
※日程変更が生じる場合も有
場所　いこいの市民パーク管理事務
所前　東屋
対象　市民で運動制限のない方
内容　・ストレッチ・美らがんじゅ
う体操・公園周囲 1時間程のウォー
キング
□問保健相談センター　☎898-5583

『ウォーキング day』
参加者募集

集団
健診日
5/10（水）

6/9（金）

6/11（日）

6/25（日）

 
健診会場

愛知区公民館

我如古区公民館

市　役　所

市立体育館

骨粗
検診

○

○

集団
健診日
7/22（土）

7/29（土）

8/20（日）

8/27（日）

 
健診会場

市　役　所

市　役　所

嘉数小学校

市　役　所

骨粗
検診
○

○

○

※○が表示されている会場では骨粗鬆症検診も行います。      

乳児一般健診

１歳６カ月児健診

２歳児歯科検診

３歳児健診

ふたば母子健康相談

マンマン教室
(離乳食教室)

のびっこ親子教室
こうのとり倶楽部
(両親学級)
コアラ倶楽部
(育児学級)

28日（日）

11日(木)・25日（木）
31日(水)
18日(木)
10日(水）・17日(水)
24日(水)
2日（火）・16日(火)

30日（火）

23日（火)

9日(火)

12日(金)・19日(金)

9：00～11：00
13：00～14：45

13：15～14：00

13：15～14：45

13：15～14：00

9:30～10：30

13：30～

要問合せ

13：30～

13：30～

保健相談
センター

毎週　月・火・金曜日
（祝日を除く） 13：00～15：00

毎週　火・水曜日
（祝日を除く） 9：00～11：00

母子関係の健診・教室
（場所：保健相談センター） 受付時間

受付時間健康相談
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　今年度、高齢者の肺炎球菌予防接
種の対象となっている方には、4月
に通知書をお送りしています。予防
接種はもうお済みになりましたか？
まだの方は、通知書の内容をご確認
のうえ、早めに接種を受けましょう。
接種期限　平成30年3月31日まで
場所　指定医療機関
費用　4,000 円 ( 生活保護受給者は
無料 )
□問保健相談センター　☎898-5583

高齢者の肺炎球菌予防接種
について

　「子育て」って思ったよりしんどい時ってありますよね。ひとりで背負って
はいませんか。そんな時、ファミリー・サポート・センターを利用してみま
せんか。
 ▶ 保育所・幼稚園などの開始前や終了後の預かり。
 ▶ 保育所・幼稚園・学童クラブへの子どもの送迎。
 ▶ 産前産後の妊産婦さんで子どもの世話が出来ない時の預かり。・・・等々

　　  ファミサポでは、サポーターさんを “大募集” しています
 ▶ おねがい会員・・・1,264 名（子育ての援助をしてほしい方）
 ▶ まかせて会員・・・75名（子育ての援助をしたい方）
 ▶ どっちも会員・・・74名（両方できる方）

※平成 29年度保育サポート養成講座は、6月～ 7月を予定しています。
詳細は市報 5月号およびホームページに掲載しますのでご覧ください。

□問保育課　内線４５８　  ファミリー・サポート・センター　☎893-4463

ファミリー・サポート・センターをご存知ですか

　対象の方には通知書を送付してい
ます。体調を整え、早めに接種を受
けましょう。
対象　平成 23年 4月 2日～平成
24年 4月 1日生　( 小学校就学前 )
期間：平成 30年３月 31日まで
場所：指定医療機関
料金：無料 ( 上記対象以外は全額自
己負担 )
□問保健相談センター　☎898-5583

麻しん風しん混合ワクチ
ン (MR)２期予防接種につ
いて

宜野湾市役所　☎８９３-４４１１（代表）　　　　　　　　□問…問合せ　□申…申し込み先

五児童館ガイド（5月）★は（申込制）
【我如古】児童センター　TEL・FAX897-6767

【新城】児童センター　TEL・FAX892-8888

【赤道】児童センター　TEL・FAX 892-3397

【大山】児童センター　TEL・FAX890-0015

【大謝名】児童センター　TEL・FAX897-4117

【長田】児童館　TEL・FAX892-3330

移動じどうかんじゃんけんぽん（5月）
時間　14：00～17：30

（我如古14：00～17：00）  

□問大謝名児童センター  ☎897-4117

■平成 29年度　全国児童福祉週間標語　最優秀作品
『 できること　たくさんあるよ　きみのてに 』
（三谷　蕗唯さん　８歳　香川県）
　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目
的に、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定め
ています。子どもの将来が生まれ育った環境に左右されることのないよう、
国や地方公共団体、学校、児童福祉施設等および地域社会等が一体となり、
児童福祉の理念の普及・啓発や子どもたちを対象としたいろいろな催しが行
われます。各家庭でも、子どもの夢、未来の希望など親子で話し合う機会を
設けましょう。

■児童福祉週間の取り組み
　 ▶ こいのぼり掲揚式
　日時　４月１９日（水）10：00～　場所　市役所本庁玄関前
　 ▶ 児童センター・学童クラブ作品展
　日時　４月１７日（月）～５月１２日（金）　場所　市民ギャラリー
□問児童家庭課　内線２８４

児童福祉週間（５月５日～５月１１日）

8日（月）
10日（水）
11日（木）
15日（月）
19日（金）
22日（月）
23日（火）
29日（月）

15:30～17：00
15:30～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
15:30～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00

おりがみ教室
母の日のプレゼント作り
カプラあそび
軽スポーツ
映写会
なわとび検定
おてだま検定
チャレンジ大会

2日（火）
8日（月）～
12日（金）
13日（土）
19日（金）

16：00～17：00

15：00～16：00

14：00～16：00
16：00～17：00

ガーデニング

スポーツウィーク

★母の日プレゼントづくり
クッキング

9日（火）
20（土）
22日（月）

16：00～17：45
14：00～16：00
16：00～17：45

母の日製作
軽スポーツ
立体四目大会

10日（水）
15日（月）

15：00～17：00
15：30～17：00

軽スポーツ
映写会

野１区 11日（木）・25日（木）/野３区 
24日（水）/普１区 10日（水）/普３区 
26日（金）/ 宜野湾 1日（月）・15日

（月）・29日（月）/我如古 12日（金）/真
栄原17日（水）・31日（水）/嘉数 18日

（木）/真志喜 8日（月）・22日（月）/嘉数
ハイツ19日（金）

16：00～17：00

16：00～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00

10日（水）
11日（木）
12日（金）
19日（金）
26日（金）

母の日プレゼント作り

お手玉あそび
フラフープ検定
一輪車検定

16：00～17：00

14：00～16：00

15：30～17：00
14：00～16：00
16：00～17：00
16：30～17：00

お手玉教室
★母の日プレゼント作り
～キッズレザープログラム～
折り紙教室
映写会
軽スポーツ
しぎん・紙芝居教室

１日（月）

13日（土）

15日（月）
20日（土）
22日（月）
26日（金）
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Health And Welfare News    　　健康・福祉だより

■児童手当（内線 283）　対象：中学校修了まで
中学校修了前までの児童を養育する方に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。
住所異動や新たな出生などがあった場合は 15日以内に届出が必要です。
※届出が遅れた場合、手当額が少なくなることがあります。※公務員の方は勤務先で申請してください。
手当月額　
 ▶ 中学生 10, 000 円　 ▶ 3 歳～小学生 10, 000 円（第 3子以降は 15, 000 円）　 ▶ 3 歳未満　15, 000 円　
 ▶ 所得額が一定以上の方　　5, 000 円

■児童扶養手当（内線 263）　対象：18歳になった最初の 3月まで（一定の障害がある場合は 20歳の誕生月まで）
児童を養育するひとり親に対し、申請に基づき審査を経て支給されます（父子も対象）。
手当月額　（所得額によって異なります）
 ▶ 第 1子   9, 980 円～ 42, 290 円　 ▶ 第 2子   5, 000 円～ 9,990 円加算　 ▶ 3 子目以降   3, 000 円～ 5, 990 円加算

■特別児童扶養手当（内線 182）　対象：20歳の誕生月まで
精神または身体に一定以上の障害がある児童に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。
手当月額　　▶ 1 級該当の児童 1人につき　51, 450 円　　 ▶ 2 級該当の児童 1人につき　34, 270 円

■ひとり親家庭自立支援事業（内線 263）
ひとり親や寡婦を対象に、自立に必要な情報提供、相談、職業能力の向上や求職活動に関する支援をしています。
・生活相談　・就労相談　・資格取得等支援・情報提供　・母子・父子福祉資金、寡婦福祉資金に関する相談
母子・父子自立支援員が対応します。【要予約】　午前　10：15～ 12：00　　午後　13：00～ 17：00

■母子および父子家庭等医療費助成事業（内線 572）　対象：18歳になった最初の 3月末まで
ひとり親およびその児童に、入院または通院による医療費（保険診療分）がかかった場合、
申請に基づき審査を経て医療費の一部を助成する制度です。
平成 29年 4月 1日受診分より沖縄県内の契約医療機関で受診した場合は通院費・入院費ともに自動償還（※）での申
請が可能です。詳しい内容は下記をご覧ください。
（※）医療機関での申請を行うことで、市に領収書を提出しなくても自動的に登録口座へ振込がされる制度です。

■こども医療費助成制度（内線 342）

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内

■母子および父子家庭等医療費助成
とは？
　母子家庭や父子家庭等に対し、医
療費の一部を助成することにより、
生活の安定と自立を促進し、母子家
庭等の福祉を図る医療費助成です。

■自動償還払い方法は？
県内医療機関で受診（歯科・調剤薬局を含む）
　　　　　　↓
 ■１ 対象者の受給資格証を提示
　　　　　　↓
 ■2 医療費を医療機関窓口で支払う。
　　　　　　↓
 ■3 受診日の翌々月に指定の口座に振り込まれます。

平成 29年 4月 1日（受診分）から母子および父子家庭等医療費助成自動償還払い
がスタートしました。申請の手続きが簡単になります。

　　  年　齢
0 歳～小学校就学前
小学生
中学生

　　　　　　　　  通　院　費
全額助成（保険適用額）
1人 1ヵ月 1医療機関につき 1,000 円を差引いて支給
助成なし

　　　　　　入 院 費
全額助成
（食事療養費や高額療養費、附加給
付金等を控除した保険適用額）

※自動償還払い導入に伴い、受給資格者証が世帯方式から個人方式に変わります。
※対象者の方には、平成 29年３月末までに新しい受給資格者証が郵送で届きます。

□問児童家庭課　（内線 342）
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　専門スタッフの指導の下、ワイワ
イ楽しい仲間たちと一緒に姿勢や動
作を整えましょう。
日時　毎週金曜日10：00～12：00
（受付9：00～）
場所　赤道老人福祉センター（願寿
ひろば　赤道）
受講料　無料　※申込不要
対象　市内在住の６５歳以上の方
□問介護長寿課　内線 206

がんじゅ～広場

　対象と思われる方へ 2 月中旬に
申請書を送付しています。お早めの
手続きをお願いします。
支給対象となる方
以下すべての要件にあてはまる方が
対象となります。
 ▶ 平成 28 年 1 月 1 日時点で宜野湾
市に住民登録（住民票）がある方
 ▶ 平成 28年度分の市民税（均等割）
が課税されていない方（非課税者）
ただし、課税者に扶養されている方、
平成 28 年 1 月 1 日時点で生活保護
を受けている方は対象とはなりませ
ん。
支給額　支給対象者一人につき 1
万 5千円（1回限り）
申請期限　5 月 15 日（月）まで（当
日消印有効）
申請方法
【郵送】返信用封筒をご利用の上、
送付してください。（切手不要）
【窓口】2階　大ホール内
8：30～11：45、13：00～17：00（土
日・祝日は除く）
□問臨時福祉給付金担当　
　 ☎893-4504（直通）

臨時福祉給付金
（経済対策分）

　市では、健康づくりやスポーツ、趣味等で高齢者が外出する機会を増やし、
生きがいづくりを応援しようと６５歳以上の方を対象に「シルバーパスポー
トカード事業」を実施しています。
①市立体育館…トレーニングルーム利用料無料
②普天間りうぼう（サンフティーマ）およびテナント各店…毎週土・日曜日
　は５％割引き等
③天然温泉アロマ…２００円割引き（通常１,５００円）
④ラグナガーデンホテル…レストラン利用料金１０％割引き
⑤カラオケ・キャビンドリアン…１時間半以上のご利用で３０分延長サービス
⑥カラオケハウスとまと　宜野湾店…飲食代金より１０％割引き。
⑦市主催の催し物（お芝居など）で割引されることがあります。

―　市内協力事業所も随時募集しています　―
市内に事業を展開する企業の皆さま！
シルバーパスポートカードや、利用割引
券（クーポン）が利用出来る協力事業所
に登録してみませんか？
□問介護長寿課　内線 172

シルバーポスポートカード、ご活用ください！

宜野湾市役所　☎８９３-４４１１（代表）　　　　　　　　□問…問合せ　□申…申し込み先

　平成 28年 4月より「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（以
下：障害者差別解消法）」が施行され一年がたちました。この法律は障害を理
由とする差別の解消の推進に関する基本的な事項や差別を解消するための措
置などを定めることにより、すべての国民が障害の有無によって分け隔てら
れることなく、相互に尊重し合いながら共生する社会の実現を目指すことを
目的とします。障害者差別解消法では「障害を理由とする差別」の禁止とし
て次の 2点を定めています。

①不当な差別的取扱いの禁止
障害を理由として、正当な理由なくサービスの提供を拒否したり制限したり
条件を付することをしてはいけません。国の行政機関、地方公共団体、民間
事業者すべてにおいて法的な義務となっています。
【例】 ▶ 障害があることを理由に施設の利用や習い事の入会を断ること。
 ▶ 車いすを利用していることが理由で飲食店の入店を断ること。

②合理的配慮の提供
障害のある人から何らかの配慮を求められた場合、過度に負担にならない範
囲で社会的なバリヤーを取り除くために必要で合理的な配慮を行うことが求
められます。国の行政機関、地方公共団体は法的義務となっていますが、民
間事業者は現在のところ努力義務となっています。
【例】 ▶ 筆談、文書の読み上げ、面談場所の変更など障害の特性にあわせたコミュニケーショ
ンの方法を工夫し情報をうまく提供できるような配慮をすること。 ▶ 建物の入り口の段差を
解消するためにスロープを設置するなど車いす利用者が容易に建物に入ることができるよう
にすること。

障害者差別に関する相談や問い合わせがありましたら下記までご連絡くださ
い。
□問障がい福祉課　内線 216、243

障害者差別解消法について

カクニ
ンジャ

申請受付５月15日（月）まで
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Book
市民図書館からのお知らせ市民図書館からのお知らせ

☎ 897-4646☎ 897-4646

開館時間
水～日曜日　10：00～19：00、
月曜日　10：00～17：00
休館日
火曜日・祝日（文化の日を除く）および慰霊の
日、年末年始、資料整理日（1月4日、1月を除く
毎月第４木曜日）、特別資料整理期間
※臨時開館・休館する事があります。詳しくは
お問合せください。

開館時間
水～日曜日　10：00～19：00、
月曜日　10：00～17：00
休館日
火曜日・祝日（文化の日を除く）および慰霊の
日、年末年始、資料整理日（1月4日、1月を除く
毎月第４木曜日）、特別資料整理期間
※臨時開館・休館する事があります。詳しくは
お問合せください。

新着本の紹介やイベント情報をお届けします！市民図書館に足
を運んでみてはいかがでしょう？

地図をグルグル回しても全然わからない人の
方向オンチ矯正読本
　世界でいちばん旅が好きな会社がつくった
ひとり旅完全ガイド
　
なぜ分数の割り算はひっくり返すのか ?

　
サンドシナイッチ

　やむなく営業に配属された人が結果を出す
ために読む本

12 か月を彩る切り絵のある暮らし

翻訳というおしごと

なりたい ! わくわく! おしごとずかん

授業が楽しくなる教科別マジック　1

こぶたのタミー学校へいく

モモちゃんちにきたぞうさん

みんなの沖縄

沖縄ウエディングパーフェクト BOOK　vol.01
(2017)

カラハーイ

北村　壮一郎／著

TABIPPO ／著

板橋　悟／著

めろんぱんママ／監修

長谷川　千波／著
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<定例おはなし会>　
２階・展示室
■13日（土）　14：00　おはなしの木の
会

１階・おはなしのくに
■6日（土）　15：30　図書館のおにい
さん・おねえさん
■10日（水）　11：00　図書館ボランテ
ィアのみなさん
■24日（水）　16：00　読み聞かせサー
クル「ムク」
■27日（土）　15：00　図書館ボランテ
ィアのみなさん

<お知らせ>
5月4日（木）みどりの日は開館（10:00
～17:00）します。代わりの休館として5
月8日（月）が休館となります。ご来館
の際はご注意ください。

矢口　史靖／著
「サバイバルファミリー」

　あたりまえに使える
電気” が使えなくなっ
たら・・・。２月公
開の同タイトルの映
画原作本です。

櫻井　敦子／絵
すききらいなんてだいきらい

場所　各老人福祉センター  参加資格　市内在住で６０歳以上の方
受講期間　６月から１０回  受講料　無料（但し、教材費等は実費負担）
申込み期間　５月８日（月）～５月１９日（金）
申込方法　各老人福祉センターへ直接申込み（本人以外受付不可、電話申込み不可）
※同種サークル参加者は欠員が生じた場合のみ可能とします。

　にがてなたべもの一位にランクインし
ショックをうけたピーマンくんですが、ほか
の食べ物などにはげまされて、すきになっ
てもらう努力をするおはなしです。巻末に
はすききらいをなくすアドバイスも掲載され
ています。

※今回紹介した本は一部です。図書館には新着本がぞくぞく入庫しています！

平成２９年度　老人福祉センター教養講座の案内
赤道老人福祉センター　☎893-6400 伊利原老人福祉センター　
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　   講座名
絵画（油絵）
書道
社交ダンス
古典音楽三線
ウクレレ
生け花
琉舞
琉球の歴史

　  講座名
絵手紙
水彩画
大正琴
民謡カラオケ
ちぎり絵
陶芸
歌謡カラオケ
気功・太極拳
民謡三味線
パッチワーク

　  講座名
日本舞踊（初級）
書道
やさしい手芸
フラダンス
アガペ会健康講座
民謡三線（初級）
琉舞（初級）

新着本の紹介５月イベント



　市では、小・中学校へ通う児童生徒の保護者で、学校生活でかかる費用を
支払うことが難しい方へ、以下の援助を行っています。
対象者　宜野湾市内に住所がある、または宜野湾市立の小・中学校に在籍し、
経済的理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者
援助内容　学用品費・通学用品費・校外活動費（宿泊を伴わないもの )・新
入学児童生徒学用品費等・修学旅行費・学校給食費・医療費（トラコーマお
よび結膜炎、白癬、疥癬、膿痂疹、中耳炎、慢性副鼻腔炎およびアデノイド、う歯、
寄生虫病に限る )
案内方法　市立小中学校については、お子さんが通われている小・中学校よ
り４月に案内します。
申請期限　６月（認定された場合、今年の４月分から適用 )
支払時期　11月末（4月分から9月分まで)、3月下旬（10月分から3月分まで)
認定の目安　審査については、家族構成（人数、年齢 )、世帯の収入等を基
に判断しています。

　　　　　　　　　　　※平成 29年度 認定基準値の拡充実施後の目安金額です。

※申請期限以降の申請は追加申請となり、認定の適用は翌月からとなります。
（今年度の最終申請受付は 12月までとなります )
※ご家庭の状況等により、認定にならない場合もあります。
※市立小・中学校以外の学校（私立・国立等 ) へ通われているお子さんについては、
援助内容・案内方法が異なります。教育委員会学務課へお問い合わせください。

□問宜野湾市立小・中学校は、各学校事務室
　  宜野湾市立小・中学校以外は、教育委員会学務課　☎892-8283

宜野湾市役所　☎８９３-４４１１（代表）
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1．開催講座
 ■ 氣質学＆ディスカバーメイク講座
　氣質学とは、自分を知り相手を知
ることでより良い人間関係を築くた
めの学問です。今回は気質学の他に
アロマスプレー作りや印象を変える
アイメイク術等も伝授。コミュニ
ケーション能力を高めて魅力ある自
分を再発見してみませんか。
日程　5/11( 木 )・18( 木 )・25( 木 )・
31( 水 )　4回コース
時間　14：00 ～ 16：00
受講料　無料　※ 但し、教材費 500
円（テキスト・アロマスプレー材料費）
定員　20 名（市内在住または在勤
の成人）※男性の受講も可能。※託児 2
名まで可能
 ■ はじめてのスマートフォン
　ａｕのスマートフォンを使用し、
電源の入れ方からメール・インター
ネット・カメラ・マップ・LINE の
使用法を学びます。※スマートフォン
はこちらで準備。
日程　( 全 3 回コース )
第 1弾　5/15( 月 )・17( 水 )・19( 金 )
第 2弾　5/22( 月 )・24( 水 )・26( 金 )
※講座は同じ内容となっています。
時間　どちらも10：00～ 13：00（初
日のみ 10：00～ 11：30）
定員　各 10 名（市内在住または在
勤の成人）　受講料　無料
2．申込期間・方法
申込期間　4 月 15 日 ( 土 ) ～ 24 日
( 月 )　9：00～ 17：00
申込方法　直接来館し申込（火曜・
祝日を除く）※応募多数の場合抽選。

～エアコン設置工事のお知らせ～
　中央公民館では5月末日まで3
階第1研修室・児童室のエアコン設
置工事を行っています。工事の都
合、第2研修室・視聴覚室も使用不
可となっていますのでご了承くだ
さい。

講座案内やサークル一覧表を市内自
治公民館や教育機関、関係機関で配
布しています。

□問中央公民館　☎893-4457

中央公民館講座 (5 月 )

　今年のはごろも祭りは9月30日
(土)、10月1日(日)に宜野湾海浜公園
多目的広場にて開催されます！

第40回はごろも祭りの開催日

応募資格　下記条件を満たす者
①県内に住所を有する者の子弟
②平成 29 年 4 月に高等学校、専修
学校高等課程などに在学している生
徒
申込方法　出願書類を学校から受け
取り、学校が定める提出期日（概ね
4月中旬頃）までに学校へ提出
□問在学している学校の奨学金担当

平成29年度高校育英貸与
奨学生・高等学校貸与
奨学生募集

平成29年度就学援助制度（要保護・準要保護)のお知らせ
～小・中学校に通うお子さんをお持ちの方へ～
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□問観光農水課　内線４４７
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　平成29年４月１日より、普天間飛
行場およびキャンプ瑞慶覧（西普天間
住宅地区跡地）内の土地を民間（個人
や不動産業者）に売却しようとすると
き、面積の大小にかかわらず全ての土
地に対して宜野湾市（まち未来課）へ
「届出」が必要となります。
なぜ、届出制度が必要なのか
　地方公共団体等が民間の取引に先
立って優先的に交渉することによっ
て、跡地利用に必要な公共用地（学校
用地・道路用地など）を確保するため
です。
手続きについて
　民間（個人や不動産業者）に売却す
る前に、宜野湾市（まち未来課）へ土
地有償譲渡届出書の提出が必要で
す。
※届出から最大6週間は民間への売却が
制限されますので、早めの手続きをお願い
します。
罰則規定
　届出をしないで土地を売却した場
合等には、50万円以下の過料に処さ
れる可能性があります。

詳しい内容は、まち未来課までご連
絡・ご相談ください。
□問まち未来課　内線 309

軍用地の民間売買を行う際
に必要な届出の面積要件が
変わります

　20 歳以上であれば、学生であっても国民年金に加入し、国民年金保険料を
納めなければなりません。しかし、収入が少なく納めることができなければ、
「学生納付特例」を申請することができます。
対象者　  厚生労働省が指定する大学（大学院）・高等学校・専門学校・各種

学校などに在籍する学生で、前年の所得金額が 118 万円以下の方
必要書類  ①学生証（コピー可）・在学（在籍）期間証明書のいずれか一つ　
　　　　  ②印鑑（認印でも可）

学生納付特例が認められると・・・
 ■ 学生納付特例期間は、年金の受給資格期間（最低25年必要）に算入されます。
 ■ 年金額の計算には反映されません。ただし、老齢年金の減額を防ぐため、
10年間は保険料の追納ができます。

 ■ 障害年金・遺族年金の請求時には、納付と同じ扱いとなります（申請が遅
れると、請求が認められない場合があります）。

※平成 28 年度の学生納付特例が承認され、平成 29 年度も在学予定の方に対して、日
本年金機構よりハガキ形式の「学生納付特例申請書」が3月下旬に送付されています。
必要事項を記入して、ポストへ投函することで平成 29 年度の学生納付特例申請を
することができます。ぜひ、ご利用ください
（承認時期によっては、送付されない場合が
あります）。
□問市民課年金係　内線 116・366

平成 29 年度 学生納付特例申請受付中

平成29年度　市税等納期カレンダー　市税等は期限内に納めましょう!!

　ごみの減量とリサイクル推進のため、市内団体の主体的な資源ごみ（古紙類）回
収を奨励して報奨金を交付します。
補助の対象
①営業を目的としない市内団体であること/②自治会、老人クラブ、婦人会、PTA、
子供会等　※報奨金を受けるには、事前の登録が必要です。
報奨額
回収重量1Kgあたり4円（平成27年4月1日現在）※予算の範囲内での交付
申請に必要なもの（申請書等は担当課窓口、市ホームページでご確認ください）
 ■ 団体登録に必要なもの
①資源回収推進団体登録申請書/②支払金口座振替申請書/③振込先口座の通帳の写し
 ■ 報奨金交付申請に必要なもの
①資源回収推進団体報奨金交付申請書/②大永紙業（市内事業所）で交付された計算書
□申・□問環境対策課　内線 452 ～ 455

資源ごみ回収団体報奨金制度のお知らせ

※12月の納期は、固定資産税が25日（月）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料、介護保険料が27日（水）です。また、口座
　振替日は25日（月）になります。
　納期カレンダーは市のホームページでもご覧いただけます。

□問 (固定資産税・市県民税・軽自動車税) 納税課  内線255～257　(国民健康保険税) 国民健康保険課  内線142～145
(後期高齢者医療保険) 国民健康保険課  内線146　　(介護保険料) 介護長寿課  内線189

固定資産税
市県民税
軽自動車税

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料
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(木)

12月
3期

6期
6期
6期

(※)

1月

4期

7期
7期
7期
1/31
(水)
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手続きは毎年
必要です！
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　市議会では、市民の皆さまへ議会の活動状況を報告するとともに、市民の
皆さまの声を市政に反映させることなどを目的に「第 2 回 議会報告及び市民
との意見交換会」を下記の日程で開催します。お申込みは不要でどなたでも
ご参加いただけます。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
1. 内容　1 部　議会報告（3月定例会における議案審査）
　　　　2部　意見交換（市政や議会運営、市民生活の課題等について）
2. 開催日時

宜野湾市役所　☎８９３-４４１１（代表）　　　　　　　　□問…問合せ　□申…申し込み先

21 市報   2017・4・10

 ■ 普天間飛行場
　市と県は、学校用地（市）や道路
用地（県）の確保のため、普天間飛
行場内土地の買取りを実施します。
市・県に売却した場合、譲渡所得等
については最高 5,000 万円までの
特別控除の対象となります。（国税
事務所との協議により特別控除を受
けられない場合もあります）
準備いただくもの
①印鑑（認印でも可）/②本人確認
書類（免許証等）/③土地賃借料算
定調書および土地明細書（最新のも
の）
受付期間
第一期：  4/3（月） ～   6/30（金）
第二期：  7/3（月） ～   8/31（木）
第三期：  9/1（金） ～ 10/31（火）
※受付期間外でも、事情に応じて可能
な限り対応しますのでご相談ください。

 ■ キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地
区跡地）
　琉球大学医学部および同附属病院
移設のため、琉球大学によるキャン
プ瑞慶覧（西普天間住宅地区跡地）
先行取得を実施しています。
受付期間
第三期：4/17（月）～ 5/31（水）
を予定
※詳しい内容は、まち未来課までご連
絡・ご相談ください。
□問まち未来課　内線 309

軍用地の買取りについて

　今年も海開きのシーズンがやって
きた！昨年に引き続き、沖縄国際映
画祭とのコラボ企画で各種イベントが
盛りだくさん！
日時　4月22日（土）　9：30～
場所　宜野湾トロピカルビーチ
プログラム　宝探し・心肺蘇生法講
習・お笑いイベント他

□問観光農水課　内線 447

ぎのわん
トロピカルビーチ開き
～第9回沖縄国際映画祭
コラボイベント～

　真志喜区自主防災会（名城清会長）
では、（一財）自治総合センターのコ
ミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）
の助成を受け、防災用資機材を購入
しました。この助成制度は、宝くじの
社会貢献広報事業として、コミュニ
ティ活動に必要な備品整備などに対
して助成を行い、地域のコミュニティ
活動の充実・強化を図ることにより、
地域社会の健全な発展と住民福祉の
向上に寄与する目的として行われて
いるものです。今回の資機材購入で
より一層の自主防災活動が充実され
ることを期待しています。

□問市民防災室☎892-3151

宝くじの助成で
防災用資機材を購入！！

第 2 回議会報告及び市民との意見交換会の開催について

  いただいたご意見については…
議会内で調査や協議を行い、議会として参考と
するものや改善するもの、市当局へ政策等とし
て提言するものなどに整理し、全議員で最終確認のうえ、それぞれの意見へ
対応していきます。昨年いただいたご意見や対応状況等については、市議会
ホームページ（議会報告及び意見交換会）からご覧になれます。
□問議会事務局　内線 340・337

　　　　　日　時
５月16日（火）　19:30～21:00
５月17日（水）　19:30～21:00
５月18日（木）　19:00～20:30
５月19日（金）　19:30～21:00

　　　　 場　所
伊佐区公民館
真栄原区公民館
市中央公民館　集会場
長田区公民館

▼意見交換会の様子

市長への政策提言の様子▲

昨年の様子▲

■  

防
災
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ー
ル
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録
　
気
象
情
報
や
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時
の
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報
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話
や
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ー
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フ
ォ
ン
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ど
の
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ル
で
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す
　
☎
８
９
２-
３
１
５
１

株 式 会 社
沖縄支店  紙業部　〒901－0502　八重瀬町字大頓1302番地　TEL 998－9950

広　　告 広告掲載に関する問合せは、（有）ドリーム印刷　☎ 995-1287



Ginowan Information 　 情報掲示板

　食料を支援するフードドライブの贈
呈が、2月23日普天間中学校、3月1日
市婦人連合会、3月15日カーブス宜野
湾上原店からありました。贈呈を受け
た市社会福祉協議会の多和田眞光会
長は「生活に困っている方が、少しで
も明るく生活が出来るように、一人一
人が助け合いの心を持つ事が大切だ
と思います。また、市民の皆さんのもっ
たいないの精神で多くの方が救われ
ているので、とても感謝しています」と
感謝の言葉を述べました。

□問市社会福祉協議会
　  ☎892-6525

フードドライブ贈呈式

募集期間　4 月 3 日（月）～ 4 月
21日（金）
コース名　オフィスパソコン科
募集対象　身体、精神、発達
訓練期間　6/1 ～ 8/31(3ヵ月 )
訓練場所　宜野湾市　（委託先：(株 )
マレア・クリエイト ）
※受講料無料（教科書、検定、保険料
等は自己負担）
□問具志川職業能力開発校
　  ☎973-6680

平成 29 年度 6 月開講
障害者委託訓練生募集

　良好な職場環境の第一歩は労働条
件の明示から。
　事業主は、労働者を雇い入れる際
に「労働条件を明示した書面」を交付
しなければなりません。(労働基準法
第１５条)
□問沖縄労働局労働基準部監督課　
　  ☎868-4303

交付していますか ?
もらっていますか ?
労働条件通知書

　沖縄県内の使用者は、この最低賃金額より低い賃金で労働者を使用するこ
とはできません。

沖縄県の最低賃金
～必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も。～ TopicsTopics

□問沖縄労働局　賃金室 (☎868-3421) または最寄りの労働基準監督署

(1) 地域別最低賃金

※下記の特定 ( 産業別 ) 最低賃金対象業種に該当する場合には、当該最低賃金が適用されます。

(2) 特定 ( 産業別 ) 最低賃金　( 適用除外有り )

最低賃金の件名
沖縄県
最低賃金

最低賃金額
時間額
７１４円

適用範囲
沖縄県内すべての労働者・
使用者に適用されます。

効力発生年月日
平成 28 年
10 月 1日

最低賃金の件名

糖類製造業

新聞業

各種商品小売業

自動車 ( 新車 )
小売業

畜産食料品製造業

清涼飲料、酒類製造業

効力発生年月日

平成 28 年
11 月 24 日

平成 28 年
11 月 5日
平成 28 年
11 月 4日
平成 28 年
11 月 13 日

最低賃金額

時間額
７２６円

時間額
７９５円
時間額
７２３円
時間額
７３２円

　　　　適用範囲
・砂糖製造業
・砂糖精製業
・ぶどう糖・水あめ
・異性化糖製造業

・新聞業

・百貨店、総合スーパー
・その他の各種商品小売業

・自動車 ( 新車 ) 小売業

左記の最低賃金は、平成 28 年度は改正がありませんでした。
このため、平成 28 年 10 月 1日からは、沖縄県最低賃金７１４円が
適用されます。

■
『
基
地
被
害
１
１
０
番
』☎
８
９
３-

４
４
０
０
　

※

２
４
時
間
体
制
で
留
守
番
電
話
が
対
応
し
ま
す
　
　
　基
地
政
策
部
基
地
渉
外
課

▲普天間中学校の皆さん

▲市婦人連合会の皆さん

▲カーブス宜野湾上原店の皆さん

http://www.crazyum.com
)

広　　告 広告掲載に関する問合せは、（有）ドリーム印刷　☎ 995-1287
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宜野湾市役所　☎８９３-４４１１（代表）　　　　　　　　□問…問合せ　□申…申し込み先

海浜公園ガイド(5月）
☎897-2751

９月下旬開催予定！
「LIVE  GINOWAN  2017」出演者・公式ロゴデザイン募集
1. 出演者について
応募資格　①市内または県内で音楽活動している団体・個人。②市内小中学生
または高校生等（U-18）でクラブ活動、ライブハウス等で音楽活動をしてい
る団体・個人。※①、②のどちらかに当てはまり、ライブの広報・運営 ( 事前
の会議出席や本番当日の会場運営等 ) に運営委員として協力できる方。
応募方法　下記の「共通①」( 応募用紙 ) と「各部門②」( 応募者で作成 ) の
必要書類を提出してください。
 ■ 共通①　応募用紙に必要事項を記入、プロモーション写真を張り付けたも
のを 1通
 ■ バンド部門②　出演メンバーが演奏しているオリジナルまたはコピーを CD
に 2曲収録したものと楽曲歌詞 (A4 用紙サイズ ) を添えて提出。
 ■ ダンス部門②　出演メンバーがダンスパフォーマンスしている映像を DVD
で提出。※5分以内、出演人数は最大 5名程度。
 ■ ラップ部門②　出演メンバーがラップパフォーマンスしている映像を DVD
で提出。※5分以内
応募締切　5 月 10 日（水）必着
　2. 公式ロゴデザイン
【募集内容】
デザイン　ロゴ　※未発表のものに限ります。作品は 1人 2点まで応募可。
ロゴテーマ　『LIVE GINOWAN』と『2017』の文字を入れてください。文字
もデザインの一部とします。テーマを満たさないデザインは選定対象になり
ません。
デザインカラー　1 色のみ使用すること。※グラデーションは不可。
作品サイズ　実寸で 210ｍｍ×297ｍｍ（Ａ4サイズ）の範囲内。
応募締切　6 月 10 日（土）必着

応募条件等詳しくは、市ホームページまたは下記までお問い合せください。
□申・□問市教育委員会　生涯学習課 ( 市民会館内 1階 )　☎893-4433

相談案内　宜野湾市役所　☎８９３-４４１１
 家庭・児童・女性相談
女性相談
（福祉・DVなど）

月～金
10：15～17：00 児童家庭課

女性（一般）
相談人材育成交流
センターめぶき

月～金
10：00～17：00 896-1215

家庭児童
相談室

月～金
10：15～17：00 児童家庭課

おきなわ子ども
虐待
ホットライン

月～金
17：30～翌8：30 886-2900
土日祝　終日

 福祉相談
生活の困りごと
相談

月～金
9：00～17：00 生活福祉課

ふれあい相談室
社協

月～金
9：00～16：00 896-2020

 法律相談（要事前予約、予約状況は事前に
お問い合わせください。）

無料法律相談
水

13：30～16：30 市民生活課金
13：30～15：30

 市民相談
市民相談 月～金

10：00～16：00

市民生活課

行政相談 4月は実施しません
人権困りごと
相談所

第3木
13：30～16：30

不動産無料相談
（要予約）

第4火
13：30～15：30

消費生活相談 月～金
10：00～16：00

 教育相談
青少年サポートセンター 月～金

9：30～16：00
892-4732

はごろも学習センター 893-5073
 職業相談（ふるさとハローワーク）
地域職業相談 月～金

9：00～17：00 893-5588

人口と世帯数
（平成29年3月末）（　）は前月比

男
女
計

世帯数

男
女
計

世帯数

男
女
計

世帯数

ご芳志ありがとうございました
市への寄付者
寄付
■株式会社沖縄計測　様　沖縄市在

市社会福祉協議会への寄付者
香典返し
■松本　利次　様　真志喜在　10万円

46,880 人
49,640 人
96,520 人
42,182

635 人
507 人
1,142 人
480

47,515 人
50,147 人
97,662 人
42,662

（-327 人）
（-257 人）
（-584 人）
（-116 ）

（-2 人）
（+8 人）
（+6 人）
（+3 ）

（-329 人）
（-249 人）
（-578 人）
（-113 ）

■  

宜
野
湾
市
の
行
政
情
報
を
ラ
ジ
オ
放
送  

Ｆ
Ｍ
ぎ
の
わ
ん（
７
９.

７
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）毎
週
月
曜
10
時
〜　
ぎ
の
わ
ん
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ（
８
１.

８
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）毎
週
月
〜
金
曜
12
時
55
分
〜
13
時

日付

３(水)

５(金)

６(土)
６(土)
13(土)
20(土)
21(日)
28(日)

イベント名
沖縄県中学生ヨネックス杯
バドミントン大会
子どもの日特別企画
無料参加型イベント

第12回会長杯バレーボール大会
フリーマーケット

マーシー保育園　園外保育

第34回NHK杯中学生卓球大会

全沖縄空手道選手権大会

会  場

体育館

トロピカル
ビーチ
体育館
中央広場
体育館

体育館

体育館

広　　告 広告掲載に関する問合せは、（有）ドリーム印刷　☎ 995-1287
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外国人
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■ ■

午 前

午 後

実施場所 実　施　時　間

※大山区は旧公民館跡地にて行います。

午 前

午 後

実施場所 実　施　時　間

午 前

午 後

実施場所 実　施　時　間

午 前

午 後

実施場所 実　施　時　間

注射手数料
※新規登録の方は￥６,２００
≪新規登録の手数料内訳≫

≪ 再 交 付 手 数 料 ≫

登 録 手 数 料

予防注射手数料

注射済票手数料

犬の鑑札再交付

注射済票再交付

集合注射でのお願い ―

環境対策課からおの願い ―
※平成26年度より注射料金の値段が異なっていますのでご注意ください。
　金額を確認してつり銭のないようにご準備ください。

問合せ：環境対策課　環境指導係　℡　８９３－４４１１（内線４５１）

愛犬の登録と狂犬病予防注射愛犬の登録と狂犬病予防注射
　生後９１日以上の犬は、狂犬病予防法により、市への登録と毎年１回の
狂犬病予防注射を受けさせることが義務付けられています。また、鑑札と
注射済票は必ず犬の首輪に付けておかなければなりません。登録と狂犬病
予防注射を行い飼い主の責任を果たしましょう。

平成 29 年度 狂犬病予防集合注射 日程表

1回目 5月21日（日） 2回目 5月28日（日）

3回目 6月4日（日） 4回目 6月11日（日）

中 原 区 公 民 館

愛 知 区 公 民 館

長 田 区 公 民 館

宜 野 湾 区 公 民 館

我 如 古 区 公 民 館

野 嵩 １ 区 公 民 館

野 嵩 ２ 区 公 民 館

野 嵩 ３ 区 公 民 館

普天間１区公民館

普天間２区公民館

普天間３区公民館

新 城 区 公 民 館

大 謝 名 区 公 民 館

上 大 謝 名 公 民 館

嘉数ハイツ公民館

嘉 数 区 公 民 館

真 栄 原 区 公 民 館

喜 友 名 区 公 民 館

伊 佐 区 公 民 館

※大山区旧公民館

真 志 喜 区 公 民 館

宇 地 泊 区 公 民 館

９:１０～１０:１０

１０:３０～１１:３０

１:００～２:００

２:２０～３:２０

３:４０～４:４０

９:１０～１０:１０

１０:３０～１１:３０

１:００～２:００

２:２０～３:２０

３:４０～４:４０

９:１０～１０:００

１０:１５～１０:４５

１１:００～１１:３０

１:００～１:４０

２:００～２:３０

２:５０～３:２０

３:４０～４:４０

９:１０～１０:１０

　　　１０:３０～１１:３０

１:００～２:００

　　　　２:２０～３:２０

　　　　３:４０～４:４０

１．事故を防ぐため、犬を抑える事ができる方が連れて来てください。
　　（咬み癖のある犬は必ず「口輪」を装着してください）
２．体調が悪い犬や注射を嫌がる傾向の犬は、動物病院での注射をお願い
します。獣医師に相談してください。

３．犬の糞尿は飼い主が片付けてください。（ビニール袋やちり紙などを持
参してください）

４．注射前後２～３日は激しい運動やシャンプー等は控えるようにしてく
ださい。

５．問診票（ハガキに記載）は事前に記入してください。
※継続接種の場合のみ、新規の場合は会場にて確認ください。

 ・愛犬の「死亡・行方不明・所在変更・譲渡」等がある場合は抹消手続き
または変更手続きが必要ですので環境対策課までご連絡ください。

￥3,200

¥3,000
¥2,650
¥550

¥1,600
¥340
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水まわりの工事・修理水まわりの工事・修理
● つまり（排水・パイプ・トイレ）
●水もれ（蛇口・パイプ・トイレ）
●工　事（タンク・パイプ・ボイラー等）

年中無休 見積無料

0120-049-939
宜野湾市給水工事指定店  （有）ゆいまーる水道

T- ポイント

使える！

貯まる！

広　　告 広告掲載に関する問合せは、（有）ドリーム印刷　☎ 995-1287


